
 
 

循環器内科 Cardiovascular Medicine 
 

１． スタッフ構成(2026 年 3 月時点) 

 岡山 英樹(副院長、中央材料部長) 
1988年愛媛大学医学部卒 
専門分野：虚血性心疾患、虚血性心疾患のカテーテル治療、

構造的心疾患のカテーテル治療(TAVIなど)、心血管イメージ

ング、臨床心不全 
資格：日本内科学会総合内科専門医・指導医、日本循環器学会

循環器専門医・特別正会員(FJCS)、日本心血管インターベンショ

ン治療学会心血管カテーテル治療専門医・施設代表医、日本経

カテーテル心臓弁治療学会TAVR実施医・指導医(SAPIENシリー

ズ)、日本心臓病学会特別正会員(FJCC)、日本心エコー図学会心

エコー図専門医・SHD心エコー図認証医、Fellow of the American 
College of Cardiology、Fellow of the European Society of Cardiol-
ogy、厚生労働省臨床研修指導医 

 日浅 豪(主任部長、循環器病センター副センター長、臨床研

修センター副センター長) 
1994年愛媛大学医学部卒 
専門分野：弁膜症のカテーテル治療(TAVI他)、構造的心疾患

のカテーテル治療、末梢血管のカテーテル治療 
資格：日本内科学会総合内科専門医・指導医、日本循環器学会

循環器専門医・トランスサイレチン型心アミロイドーシスに対する疾

患修飾薬導入認定医、日本心血管インターベンション治療学会心

血管カテーテル治療専門医、日本経カテーテル心臓弁治療学会

TAVR実施医・指導医(SAPIENシリーズ)・TAVR実施医・指導医

(CoreValveシリーズ)・TAVR実施医・指導医(Navitorシリーズ)、浅
大腿動脈ステントグラフト実施基準管理委員会浅大腿動脈ステン

トグラフト実施医、JMECCディレクター、日本心臓病学会特別正会

員(FJCC)、日本救急医学会ICLSディレクター、厚生労働省臨床

研修指導医 

 山田 忠克(部長、救命救急センター副センター長、循環器病セ

ンター副センター長) 
1990年広島大学医学部卒 
専門分野：不整脈全般、不整脈のカテーテル治療 
資格：日本内科学会総合内科専門医、日本循環器学会循環器専

門医、日本心血管インターベンション治療学会心血管カテーテル

治療専門医、日本不整脈心電学会不整脈専門医・ICD/CRT研修

修了 

 川田 好高(部長) 
2000年自治医科大学卒 
専門分野：不整脈全般、不整脈のカテーテル治療、両心室ペ

ーシング植え込み、ICD植え込み、肺高血圧症、リード抜去 
資格：日本内科学会総合内科専門医、日本循環器学会循環器専

門医、日本心血管インターベンション治療学会認定医、日本不整

脈心電学会不整脈専門医・ICD/CRT研修修了、JMECCディレクタ

ー、日本救急医学会ICLSコースディレクター、日本プライマリ・ケ

ア連合学会プライマリ・ケア認定医、厚生労働省臨床研修指導医 

 川村 豪(医長) 
2012年愛媛大学医学部卒 
専門分野：循環器全般、構造的心疾患のカテーテル治療

(TAVI、MitraClip、Watchman、PFO閉鎖術) 
資格：日本内科学会総合内科専門医、日本循環器学会循環器専

門医・トランスサイレチン型心アミロイドーシスに対する疾患修飾薬

導入認定医、日本心血管インターベンション治療学会心血管カテ

ーテル治療専門医・経皮的心房中隔欠損閉鎖術(ASD)認定施設

実施医、日本経カテーテル心臓弁治療学会TAVR実施医・指導医

(SAPIENシリーズ)・TAVR実施医・指導医(CoreValveシリーズ)、日
本心エコー図学会心エコー図専門医・SHD心エコー図認証医、厚

生労働省臨床研修指導医 

 松田 健翔(医長) 
2014年愛媛大学医学部卒 
専門分野：循環器全般 
資格：日本内科学会認定内科医、日本循環器学会循環器専門医、

日本心血管インターベンション治療学会認定医、日本心エコー図

学会SHD心エコー図認証医、厚生労働省臨床研修指導医 

 城戸 信輔(医長) 
2015年愛媛大学医学部卒 
専門分野：循環器全般 
資格：日本内科学会認定内科医・指導医、日本循環器学会循環

器専門医、日本心血管インターベンション治療学会認定医、日本

経カテーテル心臓弁治療学会TAVR実施医(SAPIENシリーズ)、
日本心エコー図学会心エコー図専門医・SHD心エコー図認証医、

日本不整脈心電学会ICD/CRT研修修了、厚生労働省臨床研修

指導医 

 風谷 卓郎(医長) 
2015年愛媛大学医学部卒 
専門分野：循環器全般 
資格：日本専門医機構内科専門医、日本循環器学会循環器専門

医、日本心血管インターベンション治療学会認定医、日本経カテ

ーテル心臓弁治療学会TAVR実施医(SAPIENシリーズ)、浅大腿

動脈ステントグラフト実施基準管理委員会浅大腿動脈ステントグラ

フト実施医 

 香西 祐樹(医長) 
2017年横浜市立大学医学部卒 
専門分野：循環器全般、弁膜症のカテーテル治療、構造的心

疾患のカテーテル治療、末梢血管のカテーテル治療、フットケ

ア 
資格：日本専門医機構内科専門医、日本循環器学会循環器専門

医、日本心血管インターベンション治療学会認定医、日本経カテ

ーテル心臓弁治療学会TAVR実施医・指導医(SAPIENシリーズ)、
浅大腿動脈ステントグラフト実施基準管理委員会浅大腿動脈ステ

ントグラフト実施医、日本心エコー図学会SHD心エコー図認証医、

日本ACLS協会ACLSプロバイダー・BLSプロバイダー 

 黒河 司(医長) 
2018年愛媛大学医学部卒 
専門分野：循環器全般 
資格：日本専門医機構内科専門医、日本循環器学会トランスサイ

レチン型心アミロイドーシスに対する疾患修飾薬導入認定医、日

本心血管インターベンション治療学会認定医、日本不整脈心電学

会着用型自動除細動器(WCD)処方医 

 芳野 真子(医師) 
2020年自治医科大学卒 
専門分野：循環器全般 

 塚原 賢太(医師) 
2020年自治医科大学卒 
専門分野：循環器全般 

 黒光 貴俊(専攻医) 
2021年愛媛大学医学部卒 
専門分野：循環器全般 

 宋 知樹(専攻医) 
2021年大阪市立大学医学部卒 
専門分野：循環器全般 

 山本 泰輔(専攻医) 
2023年徳島大学医学部卒 
専門分野：循環器全般 

 



 
 

２． 実績 

■ 疾患別入院患者数 
疾患名(ICD10 準拠) 患者数 

虚血性心疾患   

急性心筋梗塞 145 

不安定狭心症 14 

安定狭心症 402 

陳旧性心筋梗塞 50 

小計 611 

心不全 172 

不整脈疾患   

心房頻拍、心房細動、心房粗動 163 

上室性回帰性頻拍 13 

洞機能不全症候群 30 

房室ブロック 57 

心室頻拍/心室細動 36 

その他 9 

小計 308 

弁膜疾患 170 

心筋疾患 38 

先天性心疾患 6 

解離性大動脈瘤、動脈疾患 60 

肺血栓塞栓症、肺高血圧症 12 

心膜疾患 16 

その他 48 

合計 1,441 

■ 主な検査・治療件数 
検査・治療名 症例数 

ホルター24 時間心電図 155 

負荷心電図(トレッドミル･エルゴメーター) 53 

経胸壁心エコー 9,850 

経食道心エコー 235 

心筋シンチグラム 154 

PET‐CT(アンモニア・FDG) 163 

心臓 CT 1,028 

FFR-CT 251 

心臓 MRI 94 

冠動脈造影検査 408 

QFR 28 

経皮的冠動脈インターベンション 363 

ロータブレーター 53 

ダイアモンドバック 3 

IVL 53 

DCA 9 

エキシマレーザー 49 

インペラ 18 

Endovascular Therapy  85 

Structural Heart Disease 146 

ペースメーカー埋め込み 98 

カテーテルアブレ－ション 167 

カテーテル法による電気生理学的検査 3 

ICD 植え込み 23 

CRT-P・CRT‐D植え込み 18 

下大静脈フィルター留置 15 

心筋生検 17 

リード抜去 7 

TAVI 109 

MitraClip 22 

PFO 閉鎖術 3 

WATCHMAN 11 

ASD 閉鎖術 1 

 

３． 2026 年度目標 
当科は、①救急医療、②ハートチーム、③高度医療を「3 本の矢」

に掲げ診療にあたっています。24 時間体制で救命処置を必要と

する患者を受け入れるとともに、当院各職種のエキスパートがハー

トチームとして協働し、質の高いチーム医療を実践しています。 
病床削減など昨今の厳しい医療環境の下では、当院が担うべき

高度医療を優先的に提供する必要がありますが、可能な限りこれ

まで築いてきた病々連携・病診連携による地域完結型医療を維持

できるよう努めてまいります。 
また、最先端の低侵襲治療の導入を積極的に進めるとともに、

不整脈治療の分野ではパルスフィールドアブレーション(PFA)を導

入し、安全性と有効性を担保しながら症例数の拡大を図り、治療

体制のさらなる充実を目指します。 
今後も世界標準の高度医療が愛媛の地で根付くよう、診療体制

の充実と人材育成に努め、地域医療への貢献を継続してまいりま

す。 
 

４． 学術関係 

(1) 学会発表および講演 
1. 香西祐樹、日浅豪、小林侑司、日野祥子、日野華子、宋知樹、田丸屋麟太

郎、黒河司. Comparison of the 20mm SAPIEN 3 Ultra Resilia in Patients with 
Small Aortic Annuli: Evaluating Against the 20mm SAPIEN 3 and 23mm Evo-
lut Valves. PCR Tokyo Valves 2025. 東京 (2025.2.7-9) 

2. Kawamura G、Okayama H、Kurokawa T、Kouzai Y、Kazatani T、Kido S 
Matsuda K、Kawada Y、Hiasa G、Yamada T. Transcatherter Edge-to-Edge Re-
pair for radiotherapy-related mitral regurgitation. PCR Tokyo Valves 2025. 東
京 (2025.2.7-9) 

3. 山下美奈、岡山英樹、黒河司、香西祐樹、風谷卓郎、城戸信輔、松田健翔、

川村豪、川田好高、山田忠克、日浅豪. 慢性完全閉塞に対する経皮冠動脈

形成術において GP-Lock が有効であった 2 例. 中四国ライブ in 倉敷 2025. 
倉敷 (2025.2.21-22) 

4. 小林侑司、日浅豪、香西祐樹、風谷卓郎、城戸信輔、松田健翔、川村豪、

石戸谷浩、岡山英樹. バルーン拡張型生体弁が弁尖の高度石灰を圧排し

Valsalva 洞破裂を来しかけた Type0 二尖弁の 1 例. 中四国ライブ in 倉敷

2025. 倉敷 (2025.2.21-22) 
5. 黒河司、岡山英樹、香西祐樹、風谷卓郎、城戸信輔、松田健翔、川村豪、

川田好高、日浅豪、山田忠克. STEMI を発症した CT-FFR 陰性の右冠動脈

病変の一例. 第 29 回 Beyond Angiography Japan. 横浜 (2025.3.27) 
6. 香西祐樹、日浅豪、小林侑司、日野祥子、日野華子、宋知樹、田丸屋麟太

郎、黒河司. Efficacy and safety of an early discharge protocol following trans-
femoral-transcatheter aortic valve implantation. 第 89 回日本循環器学会学

術集会. 横浜 (2025.3.28-30) 
7. Kazatani T、Okayama H. A Case of Coronary Embolism Caused by a Calcified 

Amorphous Tumor. ACC.25. Chicago (2025.3.29-31) 
8. 黒河司、川村豪、香西祐樹、風谷卓郎、城戸信輔、松田健翔、川田好高、



 
 

日浅豪、山田忠克、岡山英樹. 左心耳閉鎖デバイス留置直後にデバイス血

栓症を認めた一例. 日本心エコー図学会第 36 回学術集会. 名古屋 (2025. 
4.18-20) 

9. 平松朗大、風谷卓郎、渡部真志、小林侑司、宋知樹、松田健翔、日浅豪、

岡山英樹. 若年発症の完全房室ブロックを契機に診断し得たミトコンドリア心

筋症の 1 例. 日本内科学会第 132 回四国地方会. 高知 (2025.5.25) 
10. 筑後総一郎、日野華子、日野祥子、小林侑司、宋知樹、田丸屋麟太郎、黒

川司、香西祐樹、風谷卓郎、城戸信輔、松田健翔、川村豪、川田好高、日

浅豪、山田忠克、岡山英樹、石戸谷浩. 頸動脈アプローチで経カテーテル

大動脈弁置換術を施行した重症大動脈弁狭窄症の 1 例. 第 126 回日本循

環器学会中国・四国合同地方会. 高松 (2025.6.28-29) 
11. 小林侑司、日浅豪、香西祐樹、風谷卓郎、城戸信輔、松田健翔、川村豪、

石戸谷浩、岡山英樹. バルーン拡張型生体弁が弁尖の高度石灰を圧排し

Valsalva 洞破裂を来しかけた Type0 二尖弁の 1 例. 第 126 回日本循環器学

会中国・四国合同地方会. 高松 (2025.6.28-29) 
12. 宋知樹、香西祐掛、深見惇二、稲荷真愛、米沢数馬、小林侑司、田丸屋麟

太郎、山口宗祥、黒河司、風谷卓郎、城戸信輔、松田健翔、川田好高、日

浅豪、山田忠克、岡山英樹. ステントグラフト留置後、左浅大腿動脈に巨大

仮性動脈瘤を合併した 1 例. 第 126 回日本循環器学会中国・四国合同地

方会. 高松 (2025.6.28-29) 
13. 香西祐樹、日浅豪、山本泰輔、日野祥子、日野華子、黒光貴俊、宋知樹、

塚原賢太、芳野真子. 高度石灰化・蛇行病変に苦慮した CLTI の一例. 
TOPIC 2025. 渋谷 (2025.7.4-5) 

14. 黒河司、岡山英樹、香西祐樹、風谷卓郎、松田健翔、川村豪、川田好高、

日浅豪、山田忠克. LM 分岐部に高度石灰化を伴う NSTEMI と重症 AS に

よる超高齢心不全の 1 例. TOPIC 2025. 渋谷 (2025.7.4-5) 
15. 川村豪、岡山英樹、黒河司、香西祐樹、風谷卓郎、城戸信輔、松田健翔、

川田好高、日浅豪、山田忠克. 備えあれば憂いなし 備えあれば憂いなし経

験から学ぶ bailout のススメ～part3～. TOPIC 2025. 渋谷 (2025.7.4-5) 
16. 川村豪、岡山英樹、黒河司、香西祐樹、風谷卓郎、城戸信輔、松田健翔、

川田好高、日浅豪、山田忠克. ARIA @ TOPIC 若手ビデオライブ対決!. 
TOPIC 2025. 渋谷 (2025.7.4-5) 

17. Kurokawa T、Okayama H、Kouzai Y、Kazatani T、Kido S Matsuda K、Ka-
wada Y、Hiasa G、Yamada T. A Case of Burr-Shaft Fracture of the Rotablator 
Caused by Interaction with the Impella CP in a Patient with Shock Myocardial 
Infarction. 第 33 回日本心血管インターベンション治療学会；CVIT 2025 学

術集会. 大阪 (2025.7.17-19) 
18. 風谷卓郎、岡山英樹、黒川司、香西祐樹、松田健翔、川村豪、川田好高、

日浅豪、山田忠克. Concomitant Occurrence of Acute Pulmonary Embolism 
and Acute Myocardial Infarction Caused by Paradoxical Embolism. 第 33 回

日本心血管インターベンション治療学会；CVIT 2025 学術集会. 大阪 (2025. 
7.17-19) 

19. 塚原賢太、日浅豪、黒河司、香西祐樹、風谷卓郎、城戸信輔、青野哲哉、

松田健翔、川村豪、川田好高、山田忠克、岡山英樹. バルーン拡張型生体

弁が弁尖の高度石灰を圧排し Valsalva 洞破裂を来しかけた Type0 二尖弁の

1 例. 第 33 回日本心血管インターベンション治療学会；CVIT 2025 学術集

会. 大阪 (2025.7.17-19) 
20. 香西祐樹、日浅豪、山本泰輔、日野祥子、日野華子、黒光貴俊、宋知樹、

塚原賢太、芳野真子. A Case of Successful Transcatheter Aortic Valve Implan-
tation. 第 33回日本心血管インターベンション治療学会；CVIT 2025 学術集

会. 大阪 (2025.7.17-19) 
21. 香西祐樹、日浅豪、山本泰輔、日野祥子、日野華子、黒光貴俊、宋知樹、

塚原賢太、芳野真子. Comparison of the 20-mm SAPIEN-3-Ultra-Resilia in 
Patients with Small Aortic Annuli: Evaluation Against the 20-mm SAPIEN-3 
and 23-mm Evolut. 第 33 回日本心血管インターベンション治療学会；CVIT 
2025 学術集会. 大阪 (2025.7.17-19) 
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